
極彩色ワークショップ / 2015 / ベルビル小学校 ( フランス ) / 低密度ポリエチレン、扇風機、水溶性ガッシュ /  

2500 x 2700 x 20000 / 助成：朝日新聞文化財団、後援：Art Levant、協力：CAMAC、Uchronie





極彩色商店街 / Inter-world-color/shopping-district / 2015 / 低密度ポリエチレン、扇風機、特殊ポスターカラー / 2500 x 2700 x 10000 cm x 2









ダンス王国 Shizuoka- 『描いて心踊る』絵の具ワークショップ / 2014 / 低密度ポリエチレン、

扇風機、特殊ポスターカラー /  2500 x 27000 x 14000 / 協力：Futaba lab.







相互・世界・御所・色彩 / 2014  /  低密度ポリエチレン、扇風機 ,

特殊ポスターカラー /  2500 x 2700 x 20000cm /

ポリエチレン膜の造形物を絵の具ワークショップに転用。
透けた先の景観に色を足して彩り、「景色」とする試みを
実施した。量感や空間感のある描画を可能とし、また屋内
外問わず場所を汚すこと無く行うことができる。
全年齢向きのワークショップであり、教育現場では子供の
発達段階に応じた教材に、福祉現場では高齢者や障害者の
余暇活動に、地域イベントではワークショップやライブペ
インティング用としてなど汎用が望める。



Inter-world-fukiage / 2012 / 低密度ポリエチレン、PET / 300 x 700 x 1000cm(Variable) 

　「吹上」という名前の過疎化した町で行ったプロジェクト作品。町の名の通り、「吹き上がる」作品を制作。

　この構造体は、世界に潜む構造の力 ( 例えば大気や 風の力 ) にうねり、揺れる。鑑賞者はこの空間的立体作品に

入る時、作品の内側から周囲の景観と構造体のうねりとを同時に観る。この展望の中にダイナミズムの関係構造を

描く。本作は鑑賞者と場所とに相互作用性をもたらし、触れて楽しむ遊び場となった。



　地域住民と ”吹き上がる情熱 ”的な思いを込めて絵やメッセージを描き込み、さらに風船状の部品に息を吹き込んで

膨らまし連結していく。増殖して大きくなった作品は時折、風に煽られて立ち上がり、まさに「吹上」を現す。

　ダイナミズムという見えない観念を、空間充填立体化することで現実化し、体感鑑賞を目論んだ意欲作。



Inter-world-Nagara / 2012 / ステンレス鋼のワークショップインスタレーション / 500x1000x1000cm



　奈良県中部、多数のご神木がある名柄地区、名柄小学校全児童とワークショップを通じて制作した作品。奥中章人の作品

制作体験として、高い抗張力を持つステンレス鋼線を用いて、体感重視のワークショップを行なった。体操を交えてステン

レス鋼の特性や強度を吟味し、さらに味や匂いなどから児童各々の体験や知識を引き出す。遊びを通じて基本的な造形方法

を学び、応用として集団制作を行う。集団制作では１本の鉄線２０００ｍほどを用いて全校児童の体の型取りを行い装飾し

ていった。友達と協力しあって制作してゆき、最終的に全校児童が連なって出来た巨木の立体作品が完成した。
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